
≪基本方針　４　緑かがやく住みやすいまち　（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

≪基本目標(1)　うるおいとやすらぎのある空間を確保します≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

本庁舎整備事業
平成22年度に策定した「本庁舎整備
基本構想」に基づき、本庁舎の整備
を実施する。

○別館耐震改修その他工事完了
　（屋上緑化）

管財課

保存樹、保存樹林、
自然環境保護地区の
保護

保存樹、保存樹林、自然環境保護地
区の保護を行う。

○保存樹及び保存樹林の定期診断及
び樹勢回復、自然環境保護地区の維
持管理を行った。

環境保全課

【２８拡】
鹿児島駅周辺都市拠
点総合整備（都市の
杜、市・にぎわい
等）事業

鹿児島駅周辺地区で低未利用地と
なっている旧国鉄用地を活用し、地
域住民や市民が花や緑の中で憩い、
健康増進や交流の場として利用でき
る拠点整備を行う。

【拡】上町の杜公園の舗装、植栽等
の整備工事ほか
（28年10月21日「かんまちあ」とし
て供用開始）
※「かんまちあ」は上町ふれあい広
場と上町の杜公園を合わせた愛称

公園緑化課、
市街地まちづくり推

進課

都市公園建設事業
民有地等の借上げなどにより、公園
の新設を行う。

○実績なし 公園緑化課

城山公園自然の森再
生事業
（再掲）

市街地の中心に位置する城山公園で
は、降雨による斜面崩壊や外来種の
侵入による自然林の減少など、植物
を巡る環境に変化が生じていること
から、指定文化財の有する普遍的価
値を尊重しながら、貴重な緑を次世
代へ継承する。

○城山公園保全計画に基づき、園路
整備工事、モウソウチクやハヤトウ
リ等の外来種駆除や植生調査を実
施。
〔園路整備工事〕 園路280ｍ
〔外来種駆除〕
　モウソウチク207本ほか

公園緑化課

市電軌道敷緑化整備
事業

ヒートアイランド現象の緩和や都市
景観の向上を図るため、市電軌道敷
について、芝生で緑化を行い、うる
おいと安らぎのある都市空間を創出
する。

○道路併用軌道区間の軌道敷緑化の
維持管理並びに枯死した芝の改良工
事を行った。

公園緑化課

市電専用軌道敷電停
部花と緑の空間創出
事業

市電専用軌道敷区間の谷山、脇田、
南鹿児島駅前電停を緑化し、うるお
いと安らぎ空間を創出する。

○南鹿児島駅前電停部の軌道敷緑化
の整備及び電停部緑化の維持管理を
行った。

公園緑化課

グリーンファサード
アベニュー調査事業

既存民間建築物の壁面緑化につい
て、可能性調査を行い、その結果を
もとに壁面緑化の試験施工を行う。

○キャンセビルの壁面緑化の維持管
理を通して工法の検証を行った。
また、壁面緑化手法（修正案）につ
いて建築物所有等者意向再調査を
行った。

公園緑化課

花と緑のいきいき事
業

街路樹及び市設花壇の維持管理を行
う。

○街路樹維持管理業務委託
　28件
○市設花壇の維持管理業務委託
　14件

公園緑化課
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基本
目標 事務・事業名 事務・事業の概要 28年度実績 関係課

現況値

28年度 28年度 33年度

15
屋上・壁面緑化の

整備面積
㎡ 15,920 9,800 13,000 達成 公園緑化課

No. 項目 単位
目標値 平成28年度

目標値に対する
達成状況

関係課
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≪基本方針　４　緑かがやく住みやすいまち　（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

≪基本目標(1)　うるおいとやすらぎのある空間を確保します≫

花と緑のまちづくり
協働事業

花と緑にあふれる街づくりや、市民
参加による緑化を推進するため、歩
道緑地管理団体による緑地の維持管
理を行う。

○歩道緑地管理団体数：203団体

○花苗配布団体数：181団体
公園緑化課

花と緑のハーモニー
事業

道路や公園の整備計画にあわせて、
樹木の適正な配置を行い、美しく快
適で潤いと安らぎのある都市空間の
創出を図る。

○街路樹の整備改良
　紫原中央線　ほか２路線

○公園樹の整備改良
　東南光山公園

○街路樹隆起根等処理
　要望のあった箇所に対応した。

公園緑化課

花いっぱい運動推進
事業

花いっぱい運動を市民・事業者との
協働で推進する。

○鹿児島中央駅前広場及び中央公園
の立体花壇のデザイン募集

公園緑化課

まちかどフラワーコ
ンテスト

市民の緑化意識の啓発を図り、協働
によるまちづくりを進める。

花苗配付をしている団体を対象に、
管理やデザインの良好な花壇の募集
を行った。

公園緑化課

緑の街並みづくり推
進事業

ヒートアイランド現象の緩和や潤い
のある空間を創出するため、公共施
設の屋上や壁面を緑化するととも
に、民間住宅や事務所などの屋上緑
化・壁面緑化助成を行う。

○みなと大通り別館駐車場の壁面緑
化：30.1㎡

○民間住宅等の屋上・壁面緑化への
助成：2件　1,000千円

公園緑化課

道路改良事業等によ
る法面等の緑化

道路改良工事により切土を行った法
面の植生に適する箇所について、可
能な限り緑化を行う。

・花野丸岡線　ほか7線 道路建設課
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基本
目標 事務・事業名 事務・事業の概要 28年度実績 関係課
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≪基本方針　４　緑かがやく住みやすいまち　（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

≪基本目標(2)　鹿児島らしい景観を形成します≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

路面電車観光路線検
討事業

中心市街地の回遊性の向上と新たな
にぎわいの創出を図るため、鹿児島
港本港区への路面電車観光路線の新
設に取り組む。

○鹿児島市路面電車観光路線導入連
絡会議設置及び第１回会議開催

交通政策課

次世代へつなぐ景観
誘導事業

景観計画に基づく届出制度等によ
り、良好な景観形成に向けた誘導を
図るとともに、景観形成重点地区や
景観重要公共施設の指定等に向けて
取り組む。

○景観法に基づく届出の審査
（158件）
○南洲門前通り地区、喜入旧麓地
区、歴史と文化の道地区景観計画策
定に向けた取り組み

都市景観課

みなと大通り公園イ
ルミネーション事業

環境に配慮しながら、魅力ある夜の
景観を創出し、回遊性の向上及び賑
わいと活性化を図るため、ＬＥＤを
用いたイルミネーションを設置す
る。

○12月から1月にかけて、以下の場所
にイルミネーションを設置
・みなと大通り公園

観光振興課

景観づくり応援事業
市民との協働による景観まちづくり
を推進するため、景観づくり団体等
が行う活動等に対して補助を行う。

○団体活動応援補助金制度、景観重
要建造物等及び景観重要樹木の修景
等に対する補助制度、景観形成重点
地区における建造物の修景に関する
補助制度の周知、相談対応
・景観重要建造物の修景に対する補
助金交付
（1件：1,620,000円）
・景観形成重点地区における建造物
の修景に関する補助金交付
（1件：300,000円）

都市景観課

屋外広告物による景
観まちづくり事業

景観に配慮した屋外広告物の規制、
誘導を図ることで、屋外広告物によ
る景観まちづくりを推進する。

○屋外広告物の許可
（申請1753件）
○違反広告物対策　等

都市景観課

地域景観掘り起こし
事業

景観形成に対する市民意識の高揚を
図る。

○景観アドバイザー派遣（4回）
○第4回景観まちづくり賞
（32件応募、5件受賞）
○景観まちづくり市民教室
（47人聴講）　等

都市景観課

基本
目標

⑵
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事務・事業名 事務・事業の概要 28年度実績 関係課

現況値

28年度 28年度 33年度

16
景観形成重点地区の

指定数
箇所 2 3 5 66.7% 都市景観課

No. 項目 単位
目標値 平成28年度

目標値に対する
達成状況

関係課
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≪基本方針　４　緑かがやく住みやすいまち　（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

≪基本目標(3)　みんなでまちをきれいにします≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

磯海水浴場の清掃

環境月間（6月）の行事の一つとして、環
境保全活動について市民の関心と理解
を深めてもらうことを目的に、磯海水浴
場の清掃を実施し、市民が親しみ安心
して楽しめる水辺を確保する。

〔実施日〕　6月3日(金)
〔参加者数〕　369名
〔参加者〕
　磯町内会、清水小学校、清水中学
校、鹿児島海上保安部、　県、市、鹿児
島ユナイテッドＦＣ、（社）鹿児島県損害
保険代理業協会　等

環境政策課

美しいまちづくり推
進事業

「みんなでまちを美しくする条例」
に基づいて、「市民総参加による美
しいまちづくり」を推進するため
に、諸施策を実施する。
・巡回指導・広報啓発等（嘱託員
他）
・美しいまちづくり運動推進協議会
による取組
・まち美化推進団体・まち美化地域
指導員（地域の美化啓発ボランティ
ア）の認定支援
・路上禁煙地区の整備等

○まち美化推進指導員による巡回・
指導等
○協議会による主な取組
・美しいまちづくり動強調月間(8月)
・強調月間街頭キャンペーン(8/1・
市内12箇所)
・市民一斉清掃「クリーンシティか
ごしま2016」(8/7：参加80,000人
（推計）)
・まち美化教室の実施（年間14校）
○まち美化推進団体の認定（H28末：
235団体）
○まち美化地域指導員の認定・支援
（H28末：1,928人）
○路上禁煙地区における路面　表示
タイル、看板等の維持管理

環境衛生課

まち美化活動支援事
業

市民団体等がボランティアで自主的に
清掃活動を行う場合に、申請に基づき
市がごみ袋の支給、清掃ごみの回収を
行い活動を支援する。

〔実施団体〕296団体

〔参加者数〕42,291人
廃棄物指導課

クリーン作戦の実施 各公民館でのクリーン作戦の実施
地域の女性団体、城西公民館自主学
習グループでのクリーン作戦への参加
〔実施日〕5/30　　〔参加者数〕124名

城西公民館

クリーン作戦の実施 各公民館でのクリーン作戦の実施
地域の女性団体、鴨池公民館自主学
習グループによるクリーン作戦の実施
〔実施日〕5/30　　〔参加数〕196名

鴨池公民館

クリーンシティごみ
ゼロ作戦の実施

公民館敷地内及びクリーンシティごみゼ
ロ作戦の実施

武・田上公民館自主学習グループ、地
域の女性団体等によるクリーンシティご
みゼロ作戦の実施
〔実施日〕5/9　　〔参加者数〕92名

武・田上公民館

基本
目標 関係課事務・事業名 事務・事業の概要 28年度実績

⑶
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現況値

28年度 28年度 33年度

17
まち美化推進団体の

認定数
団体 235 320 370 73.4% 環境衛生課

18
まち美化地域指導員の

認定数
人 1,928 2,300 3,000 83.8% 環境衛生課

No. 項目 単位
目標値 平成28年度

目標値に対する
達成状況

関係課
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≪基本方針　４　緑かがやく住みやすいまち　（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

≪基本目標(3)　みんなでまちをきれいにします≫

犬猫等の飼養者啓発
事業

犬猫の苦情の増加に対応するため、
犬猫等の飼養者に対する啓発や野良
猫対策への取組を行う。

広報紙や市HPへの啓発文の掲載、飼
い主等への直接指導、各種イベント
の開催のほか、地域猫等の不妊去勢
手術費用の一部助成を実施

○イベント
・しつけ方教室
　（年3回 87名参加）
・動物愛護フェスティバル
〔開催日〕11/20
〔開催場所〕かごしま健康の森公園
〔来場者数〕約700人
　
○地域猫等の不妊去勢手術費用の一
部助成
〔手術実績〕313頭
　（雄126頭・雌187頭）

生活衛生課

ごみ出しマナーの市
民啓発

ごみの減量化・資源化を推進するた
めに、ごみ出しルールを守り、分別
を徹底してもらうよう市民に啓発を
行う。

○ごみ出しカレンダーの作成・配
布：344,000部

○分別啓発チラシの作成・配布：
10,000部

○学生向けマナー啓発チラシの作
成・配布：28,000部

○ごみ分別アプリの配信

資源政策課

空き地の適正管理指
導事務

「空き家等の適正管理に関する条
例」等に基づいて空き地等に繁茂し
た雑草等の除去を所有者等に勧告を
行うなど適正な管理を指導して、衛
生害虫等の発生やごみの不法投棄、
火災や犯罪の発生等を防ぎ、良好な
生活環境の保全を図る。

〔空地等指導件数〕265件
・空き家63件
・空地202件

環境衛生課

ヤンバルトサカヤス
デ対策事業

市内20地区（28年度末現在）で生息
が確認されている不快害虫ヤンバル
トサカヤスデの効果的な駆除を行う
とともに、まん延防止のための広
報、啓発を行う。

駆除回数
〔大規模地域〕
　（吉田：5回、喜入：5回）
〔小規模地域〕：21回

環境衛生課

そ族衛生害虫駆除事
業

感染症を予防し、快適な生活環境を
確保するため、ネズミ、ゴキブリ、
その他衛生害虫について相談や駆除
を実施する。

〔相談件数〕648件
〔公共部分駆除件数〕27件
〔町内会指導駆除回数〕15件
・ネズミ：4件 ・ゴキブリ：2件　・
ユスリカ：8件
・ﾔﾝﾊﾞﾙﾄｻｶﾔｽﾃﾞ：1件

環境衛生課

基本
目標 事務・事業名 事務・事業の概要 28年度実績
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関係課
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≪基本方針　４　緑かがやく住みやすいまち　（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

≪基本目標(4)　核となる地区において、多様な都市機能を集約します≫
【数値目標】

【施策の実施状況】

コンパクトな市街地
形成促進事業

コンパクトなまちづくりの実現に向
け、「集約型都市構造に向けた土地
利用ガイドプラン」（H24.3月策定）
に基づき、都市計画の見直し等を行
う。また、過度な自動車依存から公
共交通への転換を図ることで、環境
負荷にも配慮したエコ・コンパクト
シティの実現を目指す。

○土地利用誘導関連
・庁内調整会を開催し、引き続き具
体的な実現化方策を検討した。
・住民との意見交換を行った。

○エコ・コンパクトシティ関連
・モデル地区（坂之上地区）におけ
るハード施策実施に向けた取組（坂
之上駅アクセス環境整備事業・谷山
都市整備課）

都市計画課
谷山都市整備課

かごしまコンパクト
なまちづくりプラン
推進事業

人口減少と少子高齢化に対応したま
ちづくりを進めることを目的に、都
市再生特別措置法に基づき策定した
「かごしまコンパクトなまちづくり
プラン（立地適正化計画）」（H24.3
月策定）について、プランの実効性
を確保するため、推進協議会（外部
委員）や庁内会議を開催し、関係団
体等との協議等を行いながら、着実
な推進を図る。

○策定協議会（外部委員）や庁内会
議を開催し、プランの素案、原案に
ついて検討した。
○市民意見を広くいただくため、プ
ランの素案に関して住民説明会を開
催し、パブリックコメント手続を実
施した。
○これらを踏まえて、「かごしまコ
ンパクトなまちづくりプラン（立地
適正化計画）」を、29年3月31日に策
定・公表した。
（立地適正化計画策定事業）

都市計画課

地域活性化住宅建設
事業

合併した５町地域の集落の活力維持
の一助として、同集落の小学校の周
辺地域に、豊かな地域資源を生か
し、田園風景と調和した低層の市営
住宅を建設する。
建設にあたっては、木造を基本と
し、地域材の活用や雨水貯留タンク
の設置などの環境対策を行う。

・宮之浦住宅の完成（6戸） 住宅課

既存集落活性化住宅
建設事業

市街化調整区域内の指定既存集落の
活力維持の一助として、同集落の小
学校の周辺地域に豊かな地域資源を
生かし、田園風景と調和した低層・
木造の市営住宅を建設する。
建設にあたっては、地域材の活用
や、雨水貯留タンクの設置など、環
境対策を行う。

・小山田塚田住宅の着工（5戸） 住宅課

基本
目標

⑷
　
核
と
な
る
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区
に
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て
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約
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ま
す

事務・事業名 事務・事業の概要 28年度実績 関係課

現況値

28年度 28年度 33年度

19 地区計画の決定数 箇所 27 22 24 達成 都市計画課

No. 項目 単位
目標値 平成28年度

目標値に対する
達成状況

関係課
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≪基本方針　４　緑かがやく住みやすいまち　（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

≪基本目標(5)　公共交通を軸とした交通体系を構築します≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

コミュニティサイク
ル運営事業

市内中心部に設置した複数のサイク
ルポートで、どこでも自転車の貸
出・返却ができるコミュニティサイ
クル事業を実施する。

○株式会社ＪＴＢ九州との管理運営
業務に関する協定に基づき、コミュ
ニティサイクル事業を運営した。

環境政策課

【２８拡】
公共交通ビジョン推
進事業

21年度に策定し、28年度に改定した
鹿児島市公共交通ビジョンの着実な
推進を図るため、学識経験者や交通
事業者、関係行政機関等で構成する
推進会議において、施策の進捗状況
や目標の達成状況の管理・調整を行
うとともに、所要の調査等を行う。

○推進会議の開催（8/9、10/26、
12/2、3/24）

○【拡】地域公共交通活性化再生法
の改正などを踏まえ、同法に基づく
地域公共交通網形成計画を兼ねた戦
略として公共交通ビジョンを見直し
た。

交通政策課

公共交通不便地対策
事業

平成18年度に選定した公共交通不便
地14エリア等における高齢者などの
日常生活の交通手段を確保するた
め、コミュニティバス「あいばす」
及び乗合タクシー等を運行する。

○あいばす等を引き続き運行すると
ともに、利用状況の確認、利用者
ニーズの把握に努め、地域の交通手
段として定着するよう取り組んだ。

○小原地域、小野・伊敷地域におい
てあいばすの運行を開始した。

○錫山地区乗合タクシーの運行区域
を火の河原地区まで拡張し、予約受
付時間を運行する便の2時間前に変更
した。

交通政策課

廃止バス路線対策事
業

バス路線の廃止に伴い、地域住民の
日常生活や公共的施設の利用に必要
な公共交通機関を確保するため、廃
止路線代替バスを運行するための補
助金を交付する。

○継続実施（皆与志方面,犬迫方面､
加世田方面） 交通政策課

新交通バリアフリー
基本構想推進事業

鹿児島市新交通バリアフリー基本構
想の一体的かつ計画的な推進を図る
ため、推進協議会を設置し、特定事
業等の進捗管理等を行う。
また、鉄道駅における身体障害者や
高齢者の利便性の向上を図るため、
ＪＲ九州に対してバリアフリー化に
要する経費の一部を助成する。

○推進協議会の開催(8/24)
　関係事業者等において作成した特
定事業計画・関係事業計画の進捗状
況を確認した。

○新交通バリアフリー基本構想に基
づき、関係事業者等において公共交
通機関や道路、都市公園、交通安全
施設等のバリアフリー化に向けた取
組を推進した。

交通政策課

⑸
　
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
交
通
体
系
を
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築
し
ま
す

関係課事務・事業名 事務・事業の概要 28年度実績基本
目標

現況値

27年度 28年度 33年度

21 公共交通利用者数 千人 64,976 68,539 68,539以上 94.8% 交通政策課

No. 項目 単位
目標値 平成28年度

目標値に対する
達成状況

関係課

現況値

26年度 28年度 33年度

20
運輸部門の温室効果
ガス排出量削減率
（平成2年度比）

％
（千ｔCO2)

24.5%増
（1,730）

3%増
（1,431）

0%
（1,389）

未達成 環境政策課

No. 項目 単位
目標値 平成33年度

目標値に対す
る達成状況

関係課

31



≪基本方針　４　緑かがやく住みやすいまち　（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

≪基本目標(5)　公共交通を軸とした交通体系を構築します≫

都市交通システム整
備事業

公共交通ビジョンの推進施策に位置
付けられた「待合施設の改善」を進
めるため、高見馬場や加治屋町など
中心市街地の乗継の多い主要なバス
停において年次的に上屋、風防パネ
ル、ベンチを備えたバス停の整備を
行い、バス停待合所の環境の改善を
図る。

〇公益社団法人鹿児島県バス協会が
行うバス停上屋や風防パネル等の整
備に対して補助金を交付した。

〔整備箇所〕１箇所
 加治屋町バス停下り（日本生命ビル
前：加治屋町交差点側）

交通政策課

市道バリアフリー推
進事業

「鹿児島市道バリアフリー推進計
画」に基づき、誰もが利用しやすい
歩道となるよう、歩道の段差解消等
を図り、安全で快適な通行を確保す
る。

○78か所の整備
道路維持課
谷山建設課
道路建設課

交通安全施設整備事
業（歩道設置）

歩行者の多い道路や、通学路等に歩
道を設置し、歩行者の安全を確保す
る。

○宇宿53号線　ほか4線
道路建設課
谷山建設課
街路整備課

市道の電線類地中化
（ブルースカイ計画
の推進）

安全で快適な歩行者空間を確保し、
都市景観の向上等を図るため、電線
類の地中化を積極的に推進する。

○高麗本通線 道路建設課

自転車走行ネット
ワーク形成事業

「自転車で走りやすいまち・かごし
ま」を構築するため、自転車走行空
間の整備を進めることで、自転車走
行ネットワーク化を図る。

○みずほ通線　ほか4線 道路建設課

自転車等駐車場管理
運営事業等

自転車の利用者の利便性向上を図る
ため、中央駅周辺及び天文館の放置
禁止区域内や放置禁止区域外の駅に
設置した自転車等駐車場の管理運営
を行う。

○自転車等駐車場の管理運営を行っ
た。

〔放置禁止区域内〕10か所
〔放置禁止区域外〕11か所

道路管理課

自転車等放置防止対
策事業

道路や歩道等における自転車等の放
置防止対策を講じることで、通行障
害の解消や都市景観の向上を図る。

○道路や歩道上の放置自転車等に対
する指導・警告及び撤去や、自転車
等駐車場の利用啓発により、駐輪マ
ナーの向上を図った。

〔警告書等貼付〕約30,000件
〔撤去台数〕2,824件

道路管理課

交通局施設リニュー
アル
事業

老朽化の進む局舎・電車施設、バス
施設を移転整備し、業務の効率化、
職場環境の改善を図るとともに、防
災・防犯面での機能強化を行い、市
民に親しまれる施設づくりに努め
る。

○新武之橋変電所を整備した。
総合企画課
電車事業課
バス事業課

電動アシスト自転車
普及促進事業

電動アシスト自転車の購入者に対し
て補助を行うことにより、自動車へ
の転換を促進し、自動車使用に伴う
温室効果ガス排出の削減を図る。

[補助率]本体価格の1/3
（上限2万円）
[補助台数]854台

再生可能エネルギー
推進課

サイクルアンドライ
ド駐輪場の設置
（電停周辺）

居住地から自転車で最寄りの電停ま
で行き、市電に乗り換えて目的地ま
で行くことによって、利用者の利便
性向上と、自動車の使用を抑制す
る。

○引き続き、高架下が駐輪場として
活用されるよう引続き要望した。

電車事業課

⑸
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関係課基本
目標 事務・事業名 事務・事業の概要 28年度実績
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≪基本方針　４　緑かがやく住みやすいまち　（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

≪基本目標(5)　公共交通を軸とした交通体系を構築します≫

イレブン電車の運行

年末の金・土曜日の通常より遅い時
刻に市電を運行することにより、利
用者の利便性向上と、自動車の使用
を抑制する。

12月4日、5日、11日、12日、18日、
19日、22日、25日、26日
計9便運行。

電車事業課

イレブンバスの運行

12月第1金曜日から第4土曜日までの
金曜日、土曜日及び祝日の前日（祝
日を除く）の最終便の繰り下げを行
う。

12月2日、3日、9日、10日、16日、17
日、22日、24日
計8日運行。

バス事業課

低公害・低床型車両
導入事業（再掲）

老朽化した車両について、高齢者を
はじめ全ての利用者にやさしく、環
境にもやさしい、低公害低床型車両
への更新を進め、バス利用者の利便
性の向上と環境負荷の軽減を図る。

○低公害低床型バスを発注（大型10
両）

バス事業課

バス停留所上屋整備
事業

乗客サービスの向上を図るため、バ
ス停留所上屋を整備する。

○上屋2棟を整備した。

・高齢者福祉センター伊敷(新設）
・玉里団地中央（建替）

バス事業課

電車停留場の上屋整
備事業

乗客サービスの向上を図るため、電
車停留場上屋を整備する。

○天文館（上下）電車停留場の上屋
を一部改修した。

電車事業課

フィーダーバスの運
行

周辺住宅団地等と基幹交通への乗継
拠点とを連絡するフィーダーバス
（シャトルバス）を運行する。

○継続運行 バス事業課

桜島港フェリー施設
整備事業

老朽化している桜島港の接岸施設等
の効率的な配置や整備等を行う。

○車道橋設置：第2、3バースの一
部、第4バース
○人道橋設置：第2、3、4バースの一
部
〇2階層既存車橋撤去：第1、3バース
の一部
○仮設車道橋設置、仮設人道橋設置
〇新ターミナルビル建築着手

船舶運航課
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基本
目標 事務・事業名 事務・事業の概要 28年度実績 関係課
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